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2. 5つの柱
３年間の取組（2023年4月～2026年3月）1

内閣府「子供・若者インデックスボードver.4.0」(2023年3月1日)

●居場所の数の多さと自己認識の前向きさは、概ね相関。

居場所の数 0 1 2 3 4 5 6 相関係数

自己肯定感 10.3% 27.2% 30.6% 38.3% 50.2% 63.0% 72.0% 0.991

チャレンジ精神 13.2% 34.9% 42.8% 47.8% 54.6% 63.0% 72.1% 0.975

今の充実感 20.8% 42.4% 53.1% 64.6% 77.7% 87.3% 88.3% 0.979

将来への希望 18.9% 34.3% 43.9% 54.3% 66.7% 76.4% 78.5% 0.989

社会貢献意欲 25.7% 50.7% 60.9% 70.5% 79.1% 83.3% 82.1% 0.932居場所の数と、自己肯定感など自己認識の前向きさは関係している

内閣府 (2021)「子供・若者白書」

横軸

⇒自室や学校など居場所
の数の多さ

縦軸
⇒自己肯定感や将来への
希望などの自己認識の前
向きさ

は相関関係にある。



地域に居場所があることは、生活満足度が高いことなどと関係がある

地域に居場所を
感じることは、 
 
「生活満足度」
や「幸福感」、
「人生の意義」
と正の相関があ
る。 

＊他の居場所よりも、
顕著にその影響が現れ
ている。

第２部 調査の結果 第５章 学校関係 
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【分析】居場所感と主観的ウェルビーイングの関連（全体、学校）  

Q7「居場所感」が Q1「全体的な生活満足度」、Q2(a)「幸せな気持ち」、Q3「人生の意

義」に与える影響を検討する。 Q7「居場所感」を説明変数、Q1、Q2(a)、Q3 をそれぞれ

目的変数とした重回帰分析 8を行った。  

 

 

 

統計的に有意な結果 9がみられ、示唆が得られた箇所を以下で記す。  

 

自分の部屋  

・生活満足度、幸福感、人生の意義との関連はみられなかった。  

 

家庭（実家や親族の家を含む）  

・「なにもせずのんびりできる、ありのままでいられる」と感じる人ほど、生活満足度、

幸福感、人生の意義を強く感じていた。  

・「悩みの相談ができたり、自分の意見や希望を受け入れてくれる」と感じる人ほど、

生活満足度、幸福感、人生の意義を強く感じていた。  

・「いろんな人と出会える、だれかと一緒に過ごせる」と感じる人ほど、幸福感、人生

の意義を強く感じていた。  

・「好きなことをして自由に過ごせたり、新しいことにチャレンジできる」と感じる人

ほど、幸福感を強く感じていた。  

  

 
8  重回帰分析の概要については第１章脚注２を参照（ p . 5 9）。居場所感の各項目はダミー変数として

投入した。  
9  標準偏回帰係数が有意であったもの。  

Q1 Q2(a) Q3
Q7居場所 生活満足度 幸福感 人生の意義
なにもせずのんびりできる、ありのままでいられる 0.00 -0.04 -0.02
悩みの相談ができたり、自分の意見や希望を受け入れてくれる -0.03 -0.05 -0.06
いろんな人と出会える、だれかと一緒に過ごせる 0.00 -0.04 -0.01
好きなことをして自由に過ごせたり、新しいことにチャレンジできる 0.03 0.01 0.03
なにもせずのんびりできる、ありのままでいられる 0.17 ** 0.16 ** 0.18 **
悩みの相談ができたり、自分の意見や希望を受け入れてくれる 0.11 ** 0.08 ** 0.18 **
いろんな人と出会える、だれかと一緒に過ごせる 0.06 0.07 * 0.11 **
好きなことをして自由に過ごせたり、新しいことにチャレンジできる -0.02 0.06 * 0.00
なにもせずのんびりできる、ありのままでいられる 0.11 ** 0.10 ** 0.07 *
悩みの相談ができたり、自分の意見や希望を受け入れてくれる 0.01 0.02 0.02
いろんな人と出会える、だれかと一緒に過ごせる 0.04 0.05 0.03
好きなことをして自由に過ごせたり、新しいことにチャレンジできる 0.09 ** 0.06 0.06
なにもせずのんびりできる、ありのままでいられる 0.12 ** 0.12 ** 0.14 **
悩みの相談ができたり、自分の意見や希望を受け入れてくれる 0.13 ** 0.14 ** 0.13 **
いろんな人と出会える、だれかと一緒に過ごせる 0.14 ** 0.17 ** 0.14 **
好きなことをして自由に過ごせたり、新しいことにチャレンジできる 0.09 ** 0.08 * 0.08 **
なにもせずのんびりできる、ありのままでいられる -0.04 -0.02 -0.05
悩みの相談ができたり、自分の意見や希望を受け入れてくれる -0.08 ** -0.09 ** -0.04
いろんな人と出会える、だれかと一緒に過ごせる -0.02 -0.02 -0.03
好きなことをして自由に過ごせたり、新しいことにチャレンジできる -0.04 -0.01 -0.07 *

自由度調整済み決定係数 0.134 0.133 0.158
n 1089 1089 1089
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こども家庭庁(2023)「我が国と諸外国のこどもと若者の意識に関する調査」



「どこかに」と「あちこちに」というキーワード

地域の 

「どこかに」
地域の 

「あちこちに」



地域づくりにつながる「居場所づくり」

“ 地域づくり”

高齢者の居場所づくり 子どもの居場所づくり

子育て世代の 
居場所づくり


